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学習指導要領改訂の背景

情 報 化 国 際 化



１ 情報化 コンピュータの技術革新

生活に浸透し始めた
AI(人工知能)



あと10年で「消える職業」「なくなる仕事」

コンピューターの技術革
新が進む中で、これまで
人間にしかできないと思
われていた仕事がロボッ
トなどの機械に代わられ
ようとしています。

ＡＩが 俺の引退 早めそう

平成３０年 サラリーマン川柳より



２ 国際化 新しい上司はフランス人？



未来に通用できる「生きる力」を子どもたち一人一人に育成するために

１ 人間だからこそできること

考える力・判断する力・表現する力

新しい学習指導要領で育む資質・能力とは？



暗記再生型の学習から思考発信型の学習へ

新しい学習指導要領で育む資質・能力とは？

教科書を
読む

教師の話
を聞く

友達の意見
を聞く

ノートに
まとめる

友達に
伝える

クラスに
発表する



２ 異なるものを理解し受け入れ、
進んで協力して取り組む経験

→ 寛容さ コミュニケーション能力
積極性 忍耐力

「自らすすんで」「他者とともに」

新しい学習指導要領で育む資質・能力とは？





どのように学ぶか？

実際の授業では・・・

キーワードは

「主体的・対話的で深い学び」

（アクティブ・ラーニング）



主体的な学び ～自分から調べる・考えを持つ～



対話的な学び ～友だちとの学びあい～



対話的な学び

～異年齢・世代間でのコミュニケーション～



深い学び 学んで得た知識を関連付けたり

自分なりの解決策やアイデアを創造したり



何を学ぶのか？

新しい時代に必要となる
資質・能力・資質をふまえ
た教科・科目等の新設や
目標、内容の見直し

外国語の教科化 プログラミング教育

小学校では・・・



外国語の教科化





コミュニケーションしながら

自分の考えを

書く 読む

英語というツールを使って

話す 聞く



外国語の教科化 課題と対策

授業時間の増加 新しい指導内容、方法

小学校の先生は 英語の指導ができるの？

指導するのは 主に 学級担任



外国語の教科化 課題と対策

教職員研修の充実



外国語の教科化 課題と対策

英語の映像・音声資料の活用（デジタル教科書）

ＡＬＴ・ＣＩＲの活用促進

→ ＩＣＴ環境の整備と活用

→ 効果的な配置 訪問校との連絡調整

カリキュラムの工夫
→ 長期休業の短縮 モジュール制の導入

→ 共通指導計画の導入



プログラミング教育 ねらい

プログラミング思考を育むこと

プログラムの動きのよさ、情報
社会がコンピュータ等の情報技
術によって支えられていること

コンピュータを上手に活用して
身近な問題を解決したり、より
よい社会を築いたりしようとす
る態度を養うこと



プログラミング教育

何年生で？ どの教科・単元で？ 何時間で指導？
・・・じつは、具体的な内容は決められていない

「プログラミングに取り組むねらいを踏まえつつ、学校の教育目標や、
児童の実態等に応じて工夫して取り組んでいくことが・・・」

文科省・総務省・経産省が連携して 「未来の学びコンソーシアム」

Ｗｅｂサイトを立ち上げ 冊子の作成・配布
→ 実践事例を紹介

そこで

学習指導要領解説 教科のねらいにからめる指導例 ５年算数、６年理科、総合学習



プログラミング教育

市内の各小学校では

学校に導入されたパソコンにインストール
されているプログラミングソフトを活用



まとめ

予測困難な社会の変化に対応し、 前向きに変化を受け止め

生き抜くために必要な資質・能力を備えた 子どもたちの育成

学習指導要領改訂

指導力の向上 指導体制の整備 環境整備

課 題

今ある資源を最大限に活かしつつ、
新たな資源（ヒト・モノ・カネ）をどうするか



本 宮 の 将 来 を 担 う 子 ど も た ち の
よ り よ い 成 長 の た め に ・ ・ ・ 。

ご清聴ありがとうございました。


